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第

五

二
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医
療
法
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日 

提
出
者 

苅 

田 

ア 

サ 

ノ 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 

重 

郞 

殿 



医
療
法
全
般
の
実
施
に
つ
い
て
、
同
法
は
猶
予
期
間
と
し
て
、
施
行
規
則
に
原
則
と
し
て
三
年
、
病
院
の
普
及
が
充
分
で

な
い
地
域
に
つ
い
て
は
五
年
を
與
え
て
い
る
が
、
一
部
明
年
度
の
実
施
を
ひ
か
え
て
、
政
府
は
病
院
、
診
療
所
等
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る
か
、
又
猶
予
期
間
は
延
期
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 

医
療
法
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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